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概  要 

 

自然界では、人によって汚染された水が、生物の環境対応能力によって浄化される現象がみら

れ、生物のこの特殊な能力は限られた環境下でのみ現れ、人工的に水処理に利用することは難

しいです。本研究では、生物処理と分離技術を組み合わせることにより、生物の特殊機能を利用

可能な環境を創造することに取り組み、難分解性の環境汚染物の分解・無毒化など高度処理を

実現し、再生水として利用する技術の開発を行っています。 
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本技術の 

有用性 

【微生物】 特殊な能力を有する微生物として、白色腐朽菌を用いています。白色腐朽菌は、様々な

残留性有機汚染物質や医薬品・生活用品を由来とする化学物質などを分解できることが知られて

いる。一方で、白色腐朽菌は漢方薬や健康食品として用いられており、代表的な白色腐朽菌ｶﾜﾗﾀ

ｹから抽出される多糖類のβ-ｸﾞﾙｶﾝには、抗腫瘍活性が認められており、抗がん剤としても利用さ

れてきました。 

【廃水処理プロセス】  白色腐朽菌を最大限に活用する廃水処理プロセスとして、食品・菌・酵素を

有効活用する膜利用型の処理プロセスを考案しました。白色腐朽菌は、他の微生物と共存させて利

用することが難しく、これが水処理に利用できない最大の要因でした。本プロセスでは、微生物フリー

の環境を作ることができる分離膜を用いて微生物の機能発現に必要な環境を創造しています。 
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